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ノーベル平和賞、ゴア前米副大統領らに

ノルウェーのノーベル賞委員会は１２日、２００７年のノーベル平和賞を

アル・ゴア前米副大統領（５９）と、各国の科学者らで構成する国連組織

の「気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）」に授与すると発表した。

「人類が引き起こした気候変動に関する知識の普及に尽力した」ことが授賞理由

I
P
C
C

報
告
書
：
地
球
温
暖
化
の
危
険

性
明
言

2
0
0
7
/
0
2
/
1
5

「
大
気
や
海
洋
の
平
均
温
度
の
上
昇
、

拡
大
す
る
雪
氷
の
融
解
、
平
均
海
面

水
位
の
上
昇
な
ど
観
測
結
果
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
気
候
シ
ス
テ
ム
の

温
暖
化
は
疑
い
も
な
い
」
。
気
候
変

動
に
関
す
る
国
連
の
政
府
間
パ
ネ
ル

（I
P
C
C

）
の
第
４
次
評
価
報
告
書

『
気
候
変
動
二
〇
〇
七
年
：
自
然

科
学
的
根
拠
』
は
、
一
七
五
〇
年

来
の
人
間
の
経
済
活
動
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が
地
球
温
暖

化
を
も
た
ら
し
た
と
明
言
し
た
。

報
告
書
は
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
が

近
年
急
増
し
、
こ
の
五
〇
年
間
の

温
暖
化
の
傾
向
は
過
去
百
年
の
ほ

ぼ
二
倍
と
指
摘
、
二
十
一
世
紀
末

に
は
地
球
の
気
温
は
六
度
上
昇
す

る
と
警
告
し
た
。
報
告
書
は
さ
ら

に
、
猛
暑
や
暖
冬
、
干
ば
つ
、
氷

河
の
融
解
、
海
面
の
上
昇
、
浸
水
、

生
物
多
様
性
の
破
壊
な
ど
、
温
暖

化
に
よ
り
異
常
気
象
が
増
大
し
、

人
間
の
存
在
の
基
盤
そ
の
も
の
が

崩
壊
さ
れ
る
と
警
告
し
て
い
る
。

例
：
ツ
バ
ル
諸
島

ツ
バ
ル
諸
島
と
は
、
南
太
平
洋
に

浮
か
ぶ
サ
ン
ゴ
礁
の
国
で
す
。
人

口
約
一
万
千
人
、
九
つ
の
島
か
ら

な
る
ツ
バ
ル
諸
島
の
面
積
は
計
二

最近の海面レベルの上昇グラフ

3年毎の平均から

海面レベルの変化（センチメーター）

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
最
も
高
い
と
こ
ろ
で

も
、
わ
ず
か
海
抜
（
水
面
か
ら
）
四
ｍ

で
す
。

高
潮
に
な
る
と
、
海
水
が
島
の
内
部
ま

で
き
て
、
家
の
並
ぶ
海
岸
部
が
浸
食
さ

れ
、
地
下
水
の
塩
水
化
が
生
活
と
農
業

に
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

ツ
バ
ル
政
府
の
危
機
感
は
強
く
、
大
量

移
民
を
本
気
で
考
え
て
い
ま
す
。

「
海
面
上
昇
は
心
配
で
、
数
十
年
後
に

我
が
国
が
ど
ん
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
。

離
島
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
判
断
に
な

る
が
、
準
備
を
し
て
お
く
の
が
政
府
の

役
割
だ
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

例
二

ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
の
ス
コ
ッ

ト
・
ラ
ム
ー
ル
氏
に
よ
れ
ば
、
カ
ナ
ダ

北
西
部
の
北
極
圏
に
あ
る
メ
ル
ヴ
ィ
ル

島
の
様
相
は
こ
の
夏
一
変
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。
通
常
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
島
は
、

一
年
中
氷
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
夏
、
島
の
南
部
に
は
氷
が
な
く
な
っ

た
。
島
北
西
部
の
モ
ー
ル
ド
湾
で
は
、

七
月
の
平
均
気
温
が
四
〜
五
度
だ
っ
た

も
の
が
今
年
の
夏
に
は
十
五
〜
二
十
二

度
を
記
録
し
た
。
こ
の
高
温
は
、
ツ
ン

ド
ラ
の
永
久
凍
土
を
深
さ
一
ｍ
以
上
も

溶
か
し
た
。
水
や
堆
積
物
が
付
近
の
海

や
川
、
湖
に
流
れ
出
し
て
、
地
域
の
生

態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。



レ
ダ
か
ら
の
報
告

（
伊
達
農
業
指
導
員

十
月
十
日
記
）

レ
ダ
は
春
か
ら
初
夏
の
時
期
で
し
ょ
う
か
。
木
々

に
も
新
芽
が
目
立
ち
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
、
チ
バ
ト
な

ど
も
美
し
い
花
を
見
せ
て
き
ま
す
。

農
業
の
方
は
、
雨
が
本
格
化
す
る
前
に
、
と
に
か
く

植
え
ら
れ
る
場
所
に
は
植
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
は
第
二
農
場
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
タ
ル

タ
ゴ
跡
に
二
百
三
十
本
の
二
世
の
苗
を
植
え
、
旧
第

１
水
田
後
の
一
部
に
五
十
五
本
の
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ニ
ー
ム
は
、
第
四
農
場
の

西
側
ア
ラ
ン
ブ
レ
沿
い
に
二
十
一
本
、
第
二
農
場
の

植
樹
園
側
の
ア
ラ
ン
ブ
レ
沿
い
に
、
植
え
付
け
の
終

わ
っ
て
い
な
い
場
所
や
、
枯
れ
た
と
こ
ろ
に
二
十
九

本
、
ニ
ー
ム
畑
に
四
本
、
そ
の
南
奥
の
道
路
側
に
六

本
ほ
ど
植
え
、
合
計
六
十
本
。
第
３
農
場
の
道
路
側

の
ア
ラ
ン
ブ
レ
沿
い
に
大
山
先
生
の
グ
ル
ー
プ
が
今

ま
で
に
百
三
十
本
植
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
近
く
、
ニ
ー
ム
の
数
は
二
倍
に
な
り
ま

す
。
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
の
数
は
、
第
三
農
場
の
ア
ラ
ン

ブ
レ
沿
い
の
も
の
を

植
え
替
え
用
に
使
い

ま
し
た
か
ら
、
ま
だ

三
百
本
程
し
か
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
場
所
に

植
え
付
け
が
始
ま
れ

ば
一
気
に
増
加
し
ま

す
。

現
在
そ
の
ポ
ッ
ト
植
え
の
準
備
中
で
、
三
百
個
ほ
ど

出
来
て
い
ま
す
。
使
え
る
苗
は
百
五
十
本
ほ
ど
あ
り

ま
す
が
、
絶
対
量
が
足
り
な
い
の
で
急
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
。

三
百
個
の
モ
リ
ン
ガ
の
ポ
ッ
ト
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

芽
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
週
間
ぐ
ら
い
か
ら
芽

が
出
て
く
る
よ
う
で
す
。
一
ヶ
月
半
ぐ
ら
い
で
植
え

付
け
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
今
の

と
こ
ろ
羊
小
屋
の
後
ろ
に
新
し
く
耕
さ
れ
た
場
所
と
、

旧
水
田
の
所
に
植
え
る
予
定
で
す
。
通
気
性
の
あ
る

良
い
土
地
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
養
分
の
十

分
あ
る
場
所
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
格
的
な

定
植
の
前
に
、
ソ
ル
ゴ
と
か
ひ
ま
わ
り
な
ど
を
緑
肥

と
し
て
植
え
て
お
い
て
、
土
の
質
を
少
し
で
も
よ
く

す
る
予
定
で
す
。

中
田
戦
略
と
し
て
は
、
レ
ダ
は
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
、

タ
ル
タ
ゴ
、
モ
リ
ン
ガ
、
ニ
ー
ム
の
四
本
立
で
ゆ
き
、

相
互
関
連
さ
せ
な
が
ら
独
自
の
栽
培
方
法
を
確
立
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
大
規
模
な
栽
培
と
な
る

為
の
準
備
と
し
て
、
い
か
に
労
費
を
か
け
な
い
で
、

単
純
な
作
業
で
栽
培
で
き
る
か
と
い
う
方
法
を
見
つ

け
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
レ
ダ
の
特
徴

と
し
て
は
無
尽
蔵
に
流
れ
て
来
る
ア
グ
ア
ッ
ペ
を

使
え
る
こ
と
と
、
比
較
的
水
を
使
い
や
す
い
事
で
す

が
、
そ
れ
も
限
度
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
然
な
状

態
で
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
を
栽
培
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
の
収

穫
を
見
込
め
る
の
か
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
田
に
植
え
た
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
は
こ

れ
か
ら
水
を
あ
げ
な
い
で
、
自
然
な
状
態
で
ど
れ
く

ら
い
育
つ
か
実
験
観
察
す
る
予
定
で
す
。

ソルゴ（緑肥 モリンガの成木 今年のマンゴの実

土壌改良する上山氏と紅屋氏 ジャトロファの植え付け

ジャトロファの苗床



「
入
門
編
地
球
環
境
ク
イ
ズ
」
連
載
一

地
球
環
境
問
題
を
学
び
、
希
望
の
未
来
を
作
ろ
う
！

今
ま
で
「
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
通
信
」
は
、
何
回
と

な
く
地
球
環
境
問
題
を
学
ぶ
為
の
基
礎
的
資
料
を

提
供
し
て
来
ま
し
た
。
近
年
の
地
球
全
体
を
覆
う

異
常
気
象
は
、
遠
い
ど
こ
か
の
話
と
し
て
無
関
心

を
装
え
な
い
程
、
今
年
の
記
録
破
り
の
猛
暑
続
き

を
始
め
、
共
通
に
あ
る
不
安
感
「
地
球
は
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？
」
を
体
験
し
て
き
て
い

ま
す
。
今
や
地
球
環
境
問
題
は
、
特
定
の
学
者
達

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
叫
ぶ
だ
け
で
な
く
、
茶

の
間
の
話
題
に
な
る
程
に
身
近
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
更
に
地
球
環
境
問
題
を
分
か
り
易

く
講
演
し
、
「
現
代
人
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を

世
界
に
警
鐘
乱
打
し
て
来
た
ア
ル
・
ゴ
ア
氏

（
「
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
通
信
」
４
４
号
参
照
）
が
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
と
発
表
さ
れ
、
一

段
と
世
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
早
避
け
て
通
れ
な
い
地
球
全
体
の
共
通
課
題
と

し
て
、
そ
れ
は
膨
大
な
公
害
を
出
し
な
が
ら
も
先

進
国
の
責
任
だ
と
責
任
回
避
し
て
き
た
中
国
も
、

首
都
が
公
害
の
為
、
こ
の
ま
ま
で
は
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
危
ぶ
ま
れ
始
め
る
と
い
う
現
実
に
直
面

し
、
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
強
大
国
と
言

わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
、
再
三
の
強
烈
な
ハ
リ

ケ
ー
ン
に
襲
わ
れ
大
災
害
と
な
っ
た
時
、
環
境
問

題
を
決
議
し
た
京
都
議
定
書
を
避
け
て
自
国
利
益

の
み
を
追
求
し
た
国
家
エ
ゴ
は
許
さ
れ
な
い
非
常

事
態
と
し
て
認
識
さ
れ
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
も
重

い
腰
を
上
げ
て
国
際
協
力
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
当
会
は
、
こ
の
地
球
環
境
問
題
を

更
に
深
く
学
び
合
い
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
呼
び
か

け
て
、
現
世
の
私
達
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
来
る
全
て
の
人
々
に
も
、
絶
望
を
与
え
る
の
で

は
な
く
、
希
望
を
持
っ
て
未
来
の
地
球
の
恒
久
平
和

を
造
り
出
し
て
行
け
る
よ
う
日
々
心
が
け
て
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
の
第
一
歩
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
連
載
で

「
入
門
編
地
球
環
境
ク
イ
ズ
」
を
掲
載
し
て
、
少
し

で
も
学
習
が
促
進
出
来
る
お
手
伝
い
を
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ク
イ
ズ
は
名
前
の
如
く
入
門
編
で

す
か
ら
、
勿
論
既
に
高
度
な
段
階
を
学
ん
で
お
ら
れ

る
方
に
は
参
考
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
は
よ

り
多
く
の
人
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
ツ
ー
ル

と
し
て
ご
活
用
し
て
く
だ
さ
れ
ば
有
り
難
い
で
す
。

今
回
は
、
ま
ず
軽
く
準
備
運
動
と
し
て
、
一
つ
だ
け

出
題
し
て
み
ま
す
の
で
、
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
題
一
．
次
の
文
の
数
字
部
分
に
適
正
な
単
語
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
と
は

１

表
面
の

２

や
海
洋
の

３

が

長
期
的
に
見
て
上
昇

す
る
現
象
で
あ
る
。

答
え
：
１
．
地
球
、

２
．
大
気
、

３
．
平
均
温
度

飯
野
貞
夫
事
務
総
長

アマゾンの森林破壊

南
北
米
会
員
の
中
畔
氏
が
九
月
末
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
マ

リ
で
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製
造
の
為
に
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ

栽
培
を
研
究
し
て
い
る
研
究
所
を
訪
問
し
た
。

予
想
以
上
に
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
栽
培
が
進
ん
で
お
り
、
地
域

社
会
の
産
業
の
為
、
既
に
搾
油
機
を
導
入
し
、
ジ
ャ
ト
ロ

フ
ァ
の
種
か
ら
油
を
採
取
し
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
に
付
属
品

を
付
け
て
、
採
取
し
た
油

で
車
の
燃
料
と
し
て
い
た

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

中畔氏、研究所の前で



南
北
米
福
地
開
発
協
会
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務
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神
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八
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Ｆ
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八
二
九
ー
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八
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〇

会
費
納
入

郵
便
口
座

一
〇
一
八

〇
ー
七
七
六
八
〇
四
七
一

代
表

柴
沼
邦
彦

E
-
M
A
I
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o
f
f
i
c
e
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a
s
d
-
n
s
a
.
j
p

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
W
W
W
.
a
s
d
-
N
S
A
.
J
P

バ
イ
オ
燃
料
に
対
す
る
取
り
組
み
と
問
題
点

イ
ン
ド
洋
に
面
し
た
大
都
市
ダ
ー
バ
ン
（
南
ア
共

和
国
）
で
開
催
さ
れ
た
『F

i
r
s
t
A
n
n
u
a
l
A
f
r
i
c
a

Biofuels
Conference

&
Expo

』
で
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
のS

a
l
v
a
d
o
r
N
a
m
b
u
r
e
t
e

氏
は

「
地
球
温
暖
化
が
世
界
的
規
模
の
問
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
現
在
、
再
生
可
能
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
が
急
が
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
交
通
・

輸
送
手
段
や
企
業
に
よ
る
バ
イ
オ
燃
料
使
用
率
を
十

％
に
す
る
と
決
め
、
特
に
農
業
の
分
野
で
は
ア
フ
リ

カ
を
中
心
と
し
たL

D
C
s

（
後
発
開
発
途
上
国
）
か
ら

の
輸
入
品
で
二
十
％
を
使
用
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

L
D
C
s

の
中
に
は
、
バ
イ
オ
燃
料
用
穀
物
を
生
産
す

る
の
に
適
し
た
豊
富
な
耕
作
地
を
持
ち
、
穀
物
か
ら

燃
料
に
生
成
す
る
技
術
を
提
供
で
き
る
海
外
の
投
資

家
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
国
も
あ
る
。
し
か

し
、
バ
イ
オ
燃
料
の
開
発
を
め
ぐ
っ
て
は
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
不
足
な
ど
多
く
の
問
題
も
生
じ
て
い
る
。

世
界
最
大
の
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
出
国
ブ
ラ
ジ
ル
で
さ

え
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
国
有
石
油
会
社
大
手
の
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
（P

e

t
ro
br
as

）
社
は
現
在
、
国
内
の
数
箇
所
で
エ
タ
ノ
ー

ル
を
輸
送
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
を
進
め

て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
以
外
の
課
題
と
し
て
、N

a
m
b
u
r
e
t
e

氏

は
土
地
の
割
り
当
て
や
、
バ
イ
オ
燃
料
生
産
と
食
料

生
産
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
も
言
及
し
た
。

。

特
に
ア
フ
リ
カ
で
は
『
食
料

Ｖ
Ｓ

燃
料
』
の
議

論
は
重
要
で
あ
る
。
厳
し
い
気
候
条
件
、
不
安
定
な

国
内
情
勢
、
搾
取
さ
れ
る
土
地
と
い
っ
た
問
題
が
、

多
く
の
国
民
に
構
造
的
な
食
料
危
機
を
も
た
ら
し
て

い
る
た
め
だ
。

ダ
ー
バ
ン
を
拠
点
に
置
く
『V

e
r
u
s
C
o
m
p
a
n
y
G
r
o

u
p

』
のC

E
O

、J
u
s
t
i
n
V
e
r
m
a
a
k

氏
は
「
重
要
な
基
礎

食
糧
で
あ
る
農
作
物
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
砂
糖
）
を

燃
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
と
い
っ

た
貧
困
国
の
食
料
不
足
に
一
層
拍
車
を
か
け
る
こ
と

に
な
る
」
と
語
っ
た
。
バ
イ
オ
燃
料
開
発
を
め
ぐ
る

課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
（
ダ
ー
バ
ンI

P
S

の
メ
ー

ガ
ン
・
サ
ッ
プ
よ
り
、
バ
イ
オ
燃
料
開
発
を
め
ぐ
る

課
題
に
つ
い
て
報
告
し
たI

P
S

記
事
。
）

「
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
」
で
は
、
食
用
の
作

物
を
バ
イ
オ
燃
料
に
使
う
こ
と
を
や
め
て
、
農
場
や

森
林
か
ら
出
た
廃
棄
物
を
使
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

を
促
進
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

地
球
政
策
研
究
所
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長

は
、
「
世
界
の
最
貧
困
層
二
十
億
人
の
多
く
は
、
収

入
の
半
分
以
上
を
食
料
に
費
や
し
て
い
る
。
穀
物
価

格
が
高
騰
す
る
こ
と
は
彼
ら
の
生
活
を
脅
か
す
」
と

語
る
。
世
界
の
砂
糖
生
産
の
う
ち
十
％
が
バ
イ
オ
燃

料
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ

で
も
砂
糖
価
格
は
急
騰
し
て
い
る

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
の
実
は
食
料
に
は
な
ら
ず
、
そ

の
種
か
ら
バ
イ
オ
燃
料
を
作
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。

南北米福地開発協会 8周年を記念し、祝賀会を

持ちました。（大山街道ふるさと館 ２階にて）


